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イ ン パ ク ト

革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）
>
Impulsing PAradigm Change through disruptive Technologies


•ハイリスク研究による⾮連続イノベーションの創出において成功を収めた⽶国D ARPA（国防⾼等研究計画局）の仕組みを参考 
•研究者に対してではなく、プロデューサーとして研究開発の企画・遂⾏・管理等の役割を担うプログラム・マネージャー(PM)
に予算と権限を与える、我が国ではかつてない⽅式を導⼊ 

• PMが⽬利き⼒を発揮し、トップレベルの研究開発⼒を結集して⾰新的な研究開発を強⼒に推進

「実現すれば産業や社会のあり⽅に⼤きな変⾰をもたらす⾰新的な科学技術イノベーションの創出」を⽬指し、ハイリスク・ハイ
インパクトな挑戦的研究開発を推進する

プログラムの⽬的

総合科学技術・
イノベーション会議 

(CSTI)

機関の選定

推進会議
本会議 

ImPACT
有識者会議

各PMの研究開発プログラム

プログラムの
マネジメント 

PM

PMの
所属・⽀援

研究開発の実施

プログラムの特徴 

•「科学技術イノベーション総合戦略」及び「⽇本再興戦略」において創設が決定（平成25年6⽉閣議決定） 
•平成25年度補正予算に550億円を計上し、「独⽴⾏政法⼈科学技術振興機構法」の⼀部を改正して5年間の基⾦を設置 
•総合科学技術・イノベーション会議がプログラム・マネージャーを公募し、12名を選定（平成26年6⽉）

創設の経緯

プログラムの仕組み

研究開発
機関 

PM

研究開発
機関

科学技術
振興機構 
(JST)

PMの公募・選定

PMの評価

プログラムの確認

PMによる研究開発プログラムのマネジメント

研究開発プログラムの
作り込み

研究開発プログ
ラムの実施

研究開発の
マネジメント

優秀な研究者を
キャスティング

研究開発全体の
デザイン

研究開発の進捗状況を
管理し、加速、減速、
中⽌、⽅向転換等を
柔軟に判断し決定

委託等 必要な技術・優秀な
⼈材を集め、異分野
の融合を図り、チーム
を統率する

構想を実現するための
アイデア・コンセプト
を⽰し、「成功への仮説」
を組み⽴てる



プログラム・マネージャー（PM）


山川 義徳
（NTTデータ経営研究所）

田所 諭
（東北大学）

佐橋 政司
（東北大学）

合田 圭介
（JST/東京大学）

佐野 雄二
（JST） 

※(株)東芝より出向

宮田 令子
（名古屋大学）

山本 喜久
（国立情報学研究所 
/理化学研究所）

ユビキタス・パワー
レーザーによる
安全・安⼼・
⻑寿社会の実現

無充電で
⻑期間使⽤できる
究極のエコIT機器

の実現

量⼦⼈⼯脳を
量⼦ネットワーク
でつなぐ⾼度知識社会

基盤の実現

進化を超える
極微量物質の
超迅速多項⽬

センシングシステム

脳情報の可視化
と制御による
活⼒溢れる
⽣活の実現

タフ・ロボティクス
・チャレンジ

セレンディピティの
計画的創出による
新価値創造

伊藤 耕三
（東京大学）

超薄膜化・強靭化
「しなやかなタフ
ポリマー」の実現

鈴木 隆領
（小島プレス工業）

超⾼機能構造
タンパク質による
素材産業⾰命

山海 嘉之
（筑波大学）

重介護ゼロ社会を
実現する⾰新的

サイバニックシステム

八木 隆行
（JST） 

※キヤノン(株)より出向

イノベーティブな
可視化技術による
新成⻑産業の創出

藤田 玲子
（東芝）

核変換による
⾼レベル放射性廃棄物の
⼤幅な低減・資源化 

2 



ImPACT実施スケジュール

1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉~

研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
計
画
確
認
・
承
認 

制度構築

平成２５年度
補正予算成⽴ 基

⾦
設
置法案成⽴

（JS T法改正）

PM選定基準の整備

PM選定プロセスの整備

推進会議・
有識者会議設置

運⽤基本⽅針、
公募要領等

詳
細
書
類
締
切

Ｐ
Ｍ
決
定

書 
⾯
審
査

（3/7） （4/24）

（5/26〜28）

（6/24）

Ｐ
Ｍ
公
募
開
始 

⾯
接
審
査

研究開発
プログラムの
作り込み

研究開発
プログラム
の実施

研究開発構想の深化
・ワークショップ
・アイデア募集 等
研究開発機関の選定
・公募、指名 等
全体・年次計画作成

PM着任
PM補佐・スタッフ選任

研究開発機関に
対する指揮監督

有識者会議に
対する進捗報告

アウトリーチ活動 
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PM決定後のプログラムの作り込み工程

6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉~ 

本
会
議

（6/24）

推
進
会
議

（6/26） 

P 
M
説
明
会

（6/30）

レ
ビ
ュ
ー
会 
①

（7/15）

レ
ビ
ュ
ー
会
②

（8/14）

PM決定 PMによるプレゼン

有
識
者
報
告

（8/21）
有
識
者
会
議

推
進
会
議

研究開発プログラムの確認・承認

レ
ビ
ュ
ー
会
③

（9/16）

レ
ビ
ュ
ー
会
④

（10/14）

研究開発プログラムの作り込み
研究開発

プログラムの実施 

P 
M
個
別 
⾯
談 
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有
識
者
会
議

推
進
会
議

・ ・
有
識
者
会
議

（9/11）




